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近年，『リーダーシップは公式的リーダーによって発揮されるのもの』であるという前

提に基づく伝統的な官僚的モデルを超えて，文脈や課題に応じた多様な成員によって発揮

されるリーダーシップの在り方が問われている。分散型リーダーシップ理論は，成因間の

有機的な協働や学びあい，組織開発を促す有効な視座を提供してきた。一方で「分散型リー

ダーシップは，従来型の垂直型リーダーシップと比較しどのような特徴を有するのか」，「ど

のような場面において有効なのか」などの疑問について実証的検証は少なく，その有益を

前提とした楽観論が存在することが懸念される。本研究では，アメリカ心理学会が提供す

る心理系のデータベース『APA PsycNet』に登録されている文献を展望することで，分散

型リーダーシップに関する実証的な学術研究の動向を俯瞰し，特に定量的研究の現状を明

らかにするとともに将来的な研究課題を探索する。

キーワード　分散型リーダーシップ，展望研究，学校改革，学校組織，

集団の生産性を特定の英雄的な個人によるリーダーシップに帰属するのではなく，成員

によるリーダーシップ実践を詳細に記述する重要性を指摘する『分散型リーダーシップ』

に関する研究は，近年隆盛を見せている（鎌田, 2019）。リーダーシップ実践において，集

団の各成員が個々の状況や期待される役割や資質・経験に応じてイニシアチブを持って相

互作用することでリーダーシップを促す影響力が顕現し，それらが時に有機的な調和

（conservative action）をもたらしながら創発的に組織開発を推進する動的イメージは，様々

なリーダーシップ理論の中に組み入れられ奨励されてきた（Fazio, & Karrow, 2013; OECD, 

2013; Oliver & Hipp, 2010）

さらに，学術領域のみならず，教育・産業・医療等の様々な実践においても，リーダー

シップの有効性を特定の個人（リーダー）の行動やコンピテンシーに帰属する垂直型リー

ダーシップ（Vertical Leadership）の枠組を拡張し，多様かつ複数の成員による組織貢献

を描き出そうとする視点の有益性が指摘されている（ie., Deborah, Thomas & Wanda, 

2007）。

特に学校組織や医療チームなど，権限に関する組織構造が比較的フラットな集団や，トッ
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プマネージメントチーム（TMT）やクロスファンクショナルチーム（CFT），バーチャルチー

ム （ie., Hill & Bartol, 2016）など成員が異なる領域において専門的役割を有し，主体的に

互いの関係を調整・改善しながら有機的協働が求められるような文脈において，分散型リー

ダーシップへの関心の高まりが認められる。このような協働体系を前提とした研究では，

組織学習や組織改革の文脈の中，新たなスタンダードや価値を創出する試みに対する分散

型リーダーシップの有効性が期待されている。一方で分散型リーダーシップという言葉が，

様々な場面で用いられつつある現在において，概念の一人歩きが懸念される。例えばリー

ダーシップを分散化させることが，形式的な権限移譲や役割分担と混同されたり，分散型

リーダーシップを導入すること自体が目的化して形骸化することが懸念されたり，『誰も

がリーダーシップを発揮する組織』のようなスローガンとして単純化して現場に受け止め

られるなど，『分散型リーダーシップとは何か？』『どのような成果に対して有効なのか？』

『どのような条件下において，導入することが有効なのか？』といった批判的検証が不十

分なまま，その有効性が楽観視される傾向が懸念される（Spillane 2006; Spillane & Healey, 

2010）。

分散型リーダーシップ理論は，組織や集団におけるリーダーシップ過程を丁寧に記述し，

そのプロセスを描き出す理論体系であり（Bolden, 2011；Spillane 2006），組織開発におけ

る万能の処方箋ではない。言葉やイメージが独歩し，『分散型リーダーシップ』の内実に

関する質実な理論や批判的検証がおざなりとなれば，うたかたの時分の花と化して形骸化

してしまう恐れを孕んでいる。

本研究の目的は，主に心理学領域における定量的研究に焦点を当てたシステマティック

レビューを行い，2020年度現在において，どのような研究知見が蓄積されているのか。ど

のような研究知見の蓄積が求められているのかについて考察することである。

方法
アメリカ心理学会が提供する心理学系データベースAPA PsycNetにおいて，文献検索を

行い，抽出された論文リストに基づいて研究動向を俯瞰した。なおAPA PsycNetは，世界

最大規模の心理系データベースの一つであり，450万編の論文情報が登録されている。さ

らに心理学の文献に限らず，福祉，教育，産業などに関する社会科学の文献も豊富に登録

されており，学術雑誌以外にも書籍や学位論文に関する要旨情報もデータベースに含んで

いる。

結果と考察
１．分散型リーダーシップ理論に関する研究の動向
心理系データベースAPA PsycNetにおいて“Distributed Leadership”という用語が，抄録，

表題，索引等に使用されている文献は，2021年 1 月現在において477編であった。その内

訳は，学術雑誌（225編），学位論文抄録（224編），書籍（28編）であった。
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APA PsycNetに登録されている学術文献の中では，1960年にHarry P. shelleyが公表した

英国の学校改善に関する『Focused learnship cohesiveness in small groups』が最も古い。

概ね2007年頃までは”Distributed Leadership”という用語を用いた学術研究はゆっくりと

増加してきた。その後，2009年頃から，研究数が飛躍的に増加している。この背景には，

イギリス王立研究所による展望研究『Distributed Leadership : A Review of Literature 

Distributed Leadership』（Bennett, Woods,& Harvey,2003）や，その提言に基づく教育改革，

James Spillaneによる理論を体系づけた『Distributed Leadership』（Soillane, 2006）などの

書籍公刊などが挙げられ，特に教育領域において理論的な基礎が形成され，社会的なニー

ズや関心が高まったことが関連していると思われる。さらに，OECDが『21世紀型学習の

リーダーシップ』（OECD, 2013）において，分散型リーダーシップを奨励したことなどを

受け，国際的に”Distributed Leadership”への関心が高まったことも研究の増加に寄与して

いると考えられる。

２ ．分散型リーダーシップに関する実証的研究
APA PsycNetのカテゴリーに準じて，学術誌に掲載されている”Distributes Leadership”

という用語が含まれる研究225編のうち，実証研究は136編であった。そのうち，83編の研

究が定量的研究であり，65編の研究が定性的研究である（14編の研究は，定質的研究と定

性的研究に基づく研究を同時に報告していた）。定量的研究においては，動物の生態に関

する研究が10編含まれており，人を対象とした研究は73編であった。

（ １ ）分散型リーダーシップの測定

本研究で抽出した73編の定量的研究において，分散型リーダーシップの操作は研究者ご

とで異なっており，標準化された概念操作は認められない。質問紙調査研究においては，

Hulpia, Devos & Rosseel（2009）により開発されたDistributed Leadership Inventory（DLI）

が最も活用されていたが（ 7編），その内の多く（ 6編）がHulpiaらによる一連の研究であっ

た。ほとんどの研究は独自に概念操作を試みたり（ie., Chen, 2018），関連概念の尺度を援

Figure.1 APA PsycNetに記載されている，Ditributed Leadershipに関する文献数
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用したり，ソーシャルネットワーク分析（SNA）などの手法を用いるなど（ie., Hristov & 

Ramkissoon, 2016），様々であった。つまり標準的な測定手法は試行錯誤の段階であり，

定量的な知見を統合整理していく測定学的な基盤を探求していく必要性が認められる。

（ ２ ）分散型リーダーシップが研究されている領域

分散型リーダーシップは，教育，福祉，産業など多くの領域でその有効性が検証されて

いる。データベースによる分類に基づくと，教育経営系の学術雑誌に掲載された文献が28

編，組織の管理および研修に関する文献が14編，教育心理学に関する文献が 8編，教育課

程と教授法に関する文献が 8編，社会心理学に関する文献が 3編，健康と心理的健康に関

する文献が 2編，個人の態度と職務満足度に関する文献が 2編，その他の領域に関する学

術雑誌に掲載された文献が14編であった。全体の60%強が教育系の学術誌に掲載された文

献である。

抽出された研究リストのキーワードが含まれる索引用語（Index Term）に関し，上位30

項目をTable 1 に示す。Bolden（2013）は，共有リーダーシップ（Pearce, & Conger, 

2003）等の近接概念と比較して，分散型リーダーシップの用語は教育領域において用いら

れてきたことを指摘している。抽出された索引用語においても，教師（Teacher）や，学

校（School）など上位の語の多くが，教育関連のものであることからも，その傾向は依然

として継続している。

また，組織コミットメント（Organizational Commitment, 6 編）や，職能発達（Professional 

Development, 6 編），学業達成度（Academic Achievement, 6 編），教育実践（ Educational 

Administration, 4 編），教育改善（Educational Reform, 4 編）など，学校改善に関する変

数とともに検証されてきた傾向が認められる。しかし，少なくても心理学の領域において，

分散型リーダーシップの有効性や，規定要因，プロセスなどに関する実証研究の絶対数が

少なく，頑健な実証知見が蓄積されているとは言い難い。将来的によりいっそうの知見の

蓄積が求められる。 

（ ３ ）分散型リーダーシップの定量的研究における課題

分散型リーダーシップに関する定量的研究の動向に関する全体像を俯瞰するため，本研

Table 1  本文中に”Distributed Leadership”を含む文献の索引用語の集計（APA PsycNet）
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究で抽出された73編の研究論文のうち，要旨に明示的に“Distributed Leadership”という用

語が使用されている56の研究をリストアップした（付表）。本研究領域が有する今後の課

題について，リストアップした研究要旨に基づき以下に示す。

1 ）分散型リーダーシップの有効性について
分散型リーダーシップに関する先行知見は，定性的研究と定量的研究の間で，知見の蓄

積量や適応範囲に温度差が認められる。

主に定性的研究においては，分散型リーダーシップは，創発的な成員の学びあいに基づ

くアイデアや価値観の醸成（Deflaminis, Abdul-Jabbar, & Yoak, 2016），組織内における社

会的資本（Baker, 2000）の形成，将来的に有効なリーダーシップの土壌の形成（Day, 

Gronn, & Salas, 2004）などに有効なリーダーシップ形態であることが指摘されている。産

業組織，医療組織，そして学校における成員のコミュニケーションパターンの変化や，英

雄的リーダー観からの脱却と前例にとらわれないエビデンスベイスドな組織変革の推進，

専門的学習コミュニティーの形成（Professional Learning Communitiy ; Richmond & 

Manokore, 2011），成員間の革新的学びあい（Transformational Learning）の有効性

（Deflaminis et al., 2016）などが記述されている。また学校改善において，校長をはじめ

とする管理職教員による垂直型のリーダーシップが，教員間での分散型リーダーシップを

下支えすることの重要性についても多くの指摘がなされている（Copland, M. A. , 2003; 

Harris, 2011）。さらに，実践研究においても，学校改善を目指したプロジェクトの拠り所

として（例えばペンシルバニア大学の研究グループが主導となった，大規模な学校改善を

目指した研究プロジェクトであるAnnenberg Distributed Leadership Projectや，その後継

のプロジェクトなど; Supovitz & Riggan, 2012, Deflaminis et al., 2016），その実践的な有用

性が示されてきた。

ところが，定量的研究における分散型リーダーシップの有効性は，ほとんど限られた成

果変数に対する以外に検証されていない。分散型リーダーシップが，従来型の垂直型リー

ダーシップよりも優れていることを示すため,もしくは垂直型リーダーシップとの相互関

係を明らかにするためには，垂直型リーダーシップと分散型リーダーシップについて同時

に測定し，何らかの成果指標に対する影響やプロセスを比較検討する必要が認められる。

しかし調査研究において，例えば21世紀以降，学校改変に対する有効性が指摘されてきた

変革型リーダーシップ（ie., Silins, 1992）との関連を検討した研究は，本研究で抽出され

た73編の文献のうち， 3編のみであった（Choi, Kim, & Kang, 2017; Li, 2015; Trottier, van 

Wart, Wang, 2008）。垂直型リーダーシップと，分散型リーダーシップとの関係性において

も，少数の研究において校長によるリーダーシップによる影響を，分散型リーダーシップ

が調整する効果が指摘されているものの（Devos, Tuytens, & Hulpia, 2014），ほとんど検証

されていない。

露口（2010）が指摘するように，特にSpillane（2006）に基づく分散型リーダーシップ
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研究においては，定性的研究との親和性が高く複雑なリーダーシップ実践を数量的に扱う

ことについては困難であることは否めない。しかし分散型リーダーシップが，組織開発や

組織改善に有効なアプローチであるとして実践に活用されつつある現在において，批判的

にその特徴を検証していくことや，分散型リーダーシップが有効に機能するための文脈要

因を検討することは重要であり，そのための定量的研究知見の蓄積が求められる。

２ ）分散型リーダーシップの測定の困難性
分散型リーダーシップの定量的研究に関する課題として，測定の複雑さが挙げられる。

分散型リーダーシップは，理論的に集団レベルの概念であるため，その特性に応じた測定

が必要とされる（Hulpia, Devos & Rosseel., 2009）。そのため，例えば集団レベルでの測定

や，マルチレベルモデルに基づく検証，もしくはソーシャルネットワーク分析（Mehra, 

Dixon, & Robertson, 2006）などにおける集団分析技法など，高度に専門的な研究，分析

手法が求められる。またマルチレベルでの検証は，比較的大規模な集団レベルでのサンプ

リングを必要とするなど，実施上の負担が大きくなる傾向が認められる。

一方分散型リーダーシップに関する関心は，実践的領域において高まっている。リーダー

シップ実践の現場からのニーズとして，複雑な数理モデルや，構成概念の操作によって抽

象化されたモデルではなく，より解釈が容易かつ実践現場での活用が可能なレベルで具体

化された測定が求められていると思われる。

基礎研究として求められるパラダイムと，実践研究として求められるパラダイムの間に

技術的な乖離が認められ，理論と応用を循環しよりよい知見を創発するために例えば教育

実践現場でも簡易的に研究可能な測定法を開発することや，基礎研究者と教育現場との協

働を推進していくなど，さまざまな方策を模索する必要が認められる。

おわりに
本研究においては，分散型リーダーシップに関する研究が隆盛する一方で，定量的な研

究知見が十分に蓄積されていない現状が指摘された。また将来的な研究課題として，分散

型リーダーシップの測定や操作が，実践研究に資する形で確立される必要性が示された。

本研究は，決して個別事例や特定の組織への介入を基盤とした定性的研究によって得ら

れた知見を軽視するものではない。本研究知見は，あくまでも心理測定学的な視座に基づ

く，定量的な研究知見の不足を指摘しているに過ぎない。従来，見いだされてきた，分散

型リーダーシップの有効性に関する様々な記録やその実践研究は，間違いなく示唆的であ

る（DeFlaminis et al.，2016）。一方で，分散型リーダーシップの有効性を，より一般的な

レベルで検証していくためには，その測定法や検証方法の基盤を頑健にする必要性が認め

られる。

本研究においては，”Distributed Leadership”という用語のみに焦点を当てて検証をして

きた。しかし分散型リーダーシップは，しばしば共有リーダーシップ（Shared 
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Leadership; Pearce, & Conger, 2003）などの他の複数リーダーを許容する理論モデルによっ

て表現されることがある（Bolden, 2011）。その意味では，本研究で示された研究リスト

は明示的に分散型リーダーシップという用語を用いて実施された研究の一角に過ぎない。

ただし分散型リーダーシップ理論は，Spillane（2006）やElmore（2000）により，主に学

校組織開発に特化して理論化されてきた経緯があり，教育領域において好んで適応される

傾向がある。その意味で，教育および学校領域における研究動向については概ね本研究の

知見によって概観できるのではないかと思われる。

現代社会は，記号を消費する時代（ボードリヤール，2015）ともいわれる。リーダーシッ

プ研究の領域でも数え切れない構成概念が提唱され，注目され，そして十分な検証がなさ

れないまま置き去りにされている。特に，耳障りのよい概念や，日常語と混同が見られる

概念には，そうした学術用語の形骸化や一人歩き，バズワード化が懸念される。分散型リー

ダーシップという用語や，その理論が指し示す『複数の成員や状況に跨がる（stretch 

over）』リーダーシップに関する実証知見が実を結び，私たちの日常をよりよくする洞察

を導くように，科学性を持った概念として批判的に検証する土壌を構築していく必要性が

認められる。
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